
　

ス
マ
ホ
に
電
源
が
入
っ
て
い
る
だ
け
で
も
負
の
影
響

が
生
じ
る
こ
と
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
結
果
に
よ
っ
て

明
ら
か
と
さ
れ
て
い
る
そ
う
だ
。「
ス
マ
ホ
は
プ
ッ
シ
ュ

型
で
情
報
が
入
っ
て
く
る
デ
バ
イ
ス
な
の
で
、『
何
か

連
絡
や
通
知
が
入
る
の
で
は
な
い
か
と
注
意
が
そ
が
れ

が
ち
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

電
源
の
入
っ
て
い
る
ス
マ
ホ
を
近
く
に
置
い
て
寝
る

と
、
眠
り
が
浅
く
な
る
こ
と
も
複
数
の
研
究
で
指
摘
さ

れ
て
い
ま
す
。
実
際
は
鳴
っ
て
い
な
い
の
に
通
知
音
が

聞
こ
え
た
り
、
バ
イ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
感
じ
た
り
し
た

経
験
の
あ
る
方
は
少
な
か
ら
ず
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

ま
さ
に
『
い
つ
情
報
が
来
る
か
』
に
気
を
取
ら
れ
て
い

る
こ
と
の
表
れ
で
し
ょ
う
」

ス
マ
ホ
が
注
意
力
を
奪
う
こ
と
は
海
外
の
研
究
報
告
で

も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
米
テ
キ
サ
ス
大

学
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
校
の
ワ
ー
ド
准
教
授
ら
が
大
学
生
を

対
象
に
行
っ
た
実
験
。
自
身
の
ス
マ
ホ
を
①
机
の
上
に

置
く
、
②
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
る
、
③
別
室
に
置
く
、
の

3
群
に
分
け
、
記
憶
力
検
査
と
非
言
語
知
能
検
査
を
実

施
し
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
検
査
の
成
績
は
い
ず
れ

も
、
③
別
室
に
置
く
、
②
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
る
、
①
机

の
上
に
置
く
、
の
順
に
な
っ
た
と
い
う
。
ス
マ
ホ
の

操
作
に
意
識
を
向
け
な
く
て
も
、
ス
マ
ホ
が
手
元
に

あ
る
だ
け
で
注
意
力
が
散
漫
に
な
る
現
象
を
「Brain 

D
rain

（
脳
か
ら
の
資
源
流
出
）」
と
定
義
し
、
注
意
を

促
し
て
い
る
。

　

動
画
の
視
聴
、
ゲ
ー
ム
、
Ｓ
Ｎ
え
す
、
メ
ッ
セ
ー
ジ

の
や
り
取
り
や
通
話
な
ど
、
同
時
に
複
数
の
こ
と
が
で

き
る
デ
バ
イ
ス
な
の
も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
だ
。

「
ス
マ
ホ
ゲ
ー
ム
の
一
回
の
プ
レ
イ
時
間
は
短
い
も
の

が
多
く
、
1
～
2
分
程
度
で
決
着
が
つ
く
も
の
が
大
半

で
す
。
か
つ
て
は
、
ゲ
ー
ム
と
い
え
ば
専
用
ハ
ー
ド
機

器
に
ソ
フ
ト
を
入
れ
て
遊
ぶ
の
が
一
般
的
で
、
長
時
間

プ
レ
イ
を
止
め
ら
れ
な
い
こ
と
を
問
題
視
す
る
場
面
の

ほ
う
が
多
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。         

  

し
か
し
、
現
在
で
は
そ
の
よ
う
な
集
中
さ
え
も
維
持

で
き
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
ス
マ
ホ
は
、
動
画
を

視
聴
し
な
が
ら
広
告
の
合
間
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
返
信

し
、
さ
ら
に
ゲ
ー
ム
を
プ
レ
イ
す
る
と
い
っ
た
使
い
方

が
し
や
す
い
構
造
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ア
プ
リ
開
発
側

も
こ
の
よ
う
な
利
用
ス
タ
イ
ル
を
前
提
に
し
て
い
る
か

ら
こ
そ
、
集
中
力
が
な
く
て
も
楽
し
め
る
ア
プ
リ
や

ゲ
ー
ム
が
意
図
的
に
作
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
す
」

　

川
島
氏
は
、
仙
台
市
の
子
供
た
ち
を
対
象
と
し
た
調

査
の
中
で
、
4
教
科
の
平
均
偏
差
値
を
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、

動
画
、
ゲ
ー
ム
、
音
楽
の
使
用
頻
度
ご
と
に
わ
け
た
算

出
も
行
っ
て
い
る
。
す
る
と
す
べ
て
の
ア
プ
リ
に
お
い

て
、
勉
強
中
に
使
用
す
る
頻
度
が
高
い
ほ
ど
学
力
が
低

く
な
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ス
マ
ホ
を
使
っ
た
「
な
が

ら
勉
強
」
は
、今
す
ぐ
に
で
も
や
め
さ
せ
た
い
習
慣
だ
。

　
　
　
　

　
　
　
　

プ
レ
ジ
デ
ン
ト 

25
年
4
月
4
日
か
ら
抜
粋

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1

月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日
休
塾
休
塾
景
雲
修
学
旅
行
（
～
29
）

◆
富
原
・
美
原
定
期

休
塾
休
塾

◆
春
採
（
～
20
）・
青
陵
定
期

休
塾

◆
景
雲
定
期
（
～
12
）

　
　休
塾
休
塾

★
青
陵
修
学
旅
行
（
～
6
）

★
美
原
修
学
旅
行
（
～
5
）

◆
別
保
定
期

休
塾

ステップゼミナールだより

ホップ･ステップ
進

信

学

通  2025 年 6 月 1 日発行
第 224 号

発行：ステップゼミナール　088-0617　釧路町北都２－２－１ 0154-36-4170　https://stepsemi.com/  https://www.facebook. com/spirits.stepsemi/  Mail：

在
籍
す
る
生
徒
の
所
属
校

小
学
校　

芦
野
・
富
原

中
学
校　

青
陵
・
美
原
・
景
雲･

春
採･

富
原
・
別
保

高　

校　

高
専
・
江
南

大 き な 声 で あ い さ つ を！

6 月 の 予 定

い 

よ 

い 

よ 

最 

初 

の 

定 

期 

テ 

ス 

ト 

で 

す 

よ 

！

   

６
月
は
、今
年
度
最
初
の
定
期
テ
ス
ト
が
あ
り
ま
す
。

定
期
テ
ス
ト
は
各
教
科
テ
ス
ト
範
囲
が
示
さ
れ
ま
す
か

ら
し
っ
か
り
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。
塾
で
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
で
す
が
家
庭
学
習
で
テ
ス
ト
範
囲
を
し
っ
か
り

復
習
す
る
こ
と
で
す
。
内
申
点
に
関
係
す
る
大
事
な
テ

ス
ト
で
す
。

　

今
年
度
か
ら
テ
ス
ト
ご
と
に
各
教
科
の
目
標
点
と
ど

の
よ
う
に
取
り
組
り
組
む
の
か
を
書
い
て
も
ら
い
ま

す
。
当
然
結
果
に
つ

い
て
も
次
の
テ
ス
ト

に
向
け
て
振
り
返
り

を
書
い
て
も
ら
い
ま

す
。
積
極
な
姿
勢
で

取
り
組
む
こ
と
で
す
。

★
ス 

マ 

ホ 

は 

子 

の 

脳 

を 

ダ 

メ 

に 

す 

る
！

　

7
万
人
の
調
査
で
判
明
し
た｢

子
供
の
ス
マ
ホ
利
用

が
医
学
的
に
マ
ズ
い
理
由｣

子
供
の
頃
か
ら｢

ス
マ
ホ

を
触
っ
て
育
っ
た
人
間｣

の
恐
ろ
し
い
末
路

　
　
　

川
島 

隆
太
東
北
大
学
加
齢
医
学
研
究
所
教
授

　

う
ち
の
子
、
大
丈
夫
だ
ろ
う
か―

―

。
夢
中
で
ス
マ

ホ
を
触
る
子
供
の
姿
に
、
不
安
を
感
じ
る
人
は
多
い
だ

ろ
う
。
最
新
の
研
究
が
示
す
、
大
人
が
思
う
以
上
に
深

刻
な
リ
ス
ク
と
は
。
の
べ
7
万
人
の
子
供
を
調
査
し
た

脳
科
学
者
が
警
鐘
を
鳴
ら
す
。

　

ど
れ
だ
け
勉
強
し
て
も
ス
マ
ホ
を
使
え
ば
台
な
し
に

ス
マ
ホ
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
に
な
り
つ
つ
あ
る

の
は
子
供
の
世
界
も
同
様
だ
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
モ
バ
イ

ル
社
会
研
究
所
の
調
査
で
は
、
今
や
小
学
校
高
学
年
の

4
割
、
中
学
生
の
7
割
が
所
有
し
て
い
る
。
し
か
し
、

ス
マ
ホ
使
用
に
伴
う
リ
ス
ク
に
つ
い
て
は
ま
だ
あ
ま
り

知
ら
れ
て
い
な
い
部
分
も
多
い
。

　

ス
マ
ホ
が
子
供
の
学
力
破
壊
に
つ
な
が
る
危
険
性
を

指
摘
し
て
い
る
の
が
、
脳
科
学
者
で
東
北
大
学
加
齢
医

学
研
究
所
の
川
島
隆
太
教
授
だ
。
川
島
氏
は
宮
城
県
仙

台
市
の
小
中
学
校
に
通
う
児
童
・
生
徒
の
べ
7
万
人
の

生
活
習
慣
と
学
力
の
追
跡
調
査
を
10
年
以
上
行
っ
て
お

り
、
ス
マ
ホ
利
用
の
リ
ス
ク
を
訴
え
続
け
て
い
る
。

　
「
２
０
１
０
年
か
ら
始
ま
っ
た
大
規
模
調
査
に
よ
っ

て
ま
ず
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
ス
ク
リ
ー
ン
タ
イ
ム

（
平
日
一
日
当
た
り
の
テ
レ
ビ
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、

ゲ
ー
ム
機
等
の
画
面
の
視
聴
時
間
）
が
1
時
間
を
超
え

て
し
ま
う
と
、
極
端
に
学
力
が
低
く
な
る
と
い
う
事
実

で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

利
用
時
間
が
伸
び
る
の
に
比
例
し
て
、
数
学
・
国
語
・

理
科
・
社
会
い
ず
れ
の
学
力
も
低
下
す
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。
教
科
を
問
わ
な
い
こ
と
か
ら
も
、
論
理
的

思
考
力
、
記
憶
力
、
集
中
力
、
読
解
力
な
ど
、
学
習
能

力
全
般
に
影
響
が
あ
る
と
推
測
し
て
い
ま
す
」　　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
川
島
氏
、
以
下
同
）

　

ス
ポ
ー
ツ
庁
が
発
表
し
て
い
る
「
令
和
6
年
度
全
国

体
力
・
運
動
能
力
、運
動
習
慣
等
調
査
結
果
」に
よ
る
と
、

ス
ク
リ
ー
ン
タ
イ
ム
の
増
加
が
見
て
と
れ
る
。
学
習
以

外
の
ス
ク
リ
ー
ン
タ
イ
ム
が
「
3
時
間
以
上
」
の
割
合

は
小
中
学
校
男
女
と
も
に
増
加
し
て
お
り
、
令
和
6
年

度
の
数
字
は
平
成
28
年
度
の
調
査
開
始
以
来
、
最
も
高

い
割
合
と
な
っ
た
。
小
学
生
で
約
4
割
、
中
学
生
で
約

5
割
が
、
学
習
以
外
の
目
的
で
一
日
に
ス
マ
ホ
を
3
時

間
以
上
使
用
し
て
い
る
と
い
う
。
小
学
生
男
子
に
限
定

す
る
と
、「
5
時
間
以
上
」と
答
え
た
割
合
が
約
19
％
と
、

お
よ
そ
5
人
に
1
人
の
計
算
に
な
る
。

ス
マ
ホ
が
あ
る
だ
け
で
集
中
力
が
奪
わ
れ
成
績
低
下

　
「
デ
ー
タ
を
さ
ら
に
細
か
く
見
て
い
く
と
、
た
と
え

2
時
間
以
上
勉
強
し
た
と
し
て
も
、
ス
マ
ホ
を
3
時
間

以
上
使
っ
て
し
ま
う
と
、
ほ
と
ん
ど
家
で
勉
強
を
し
な

い
け
れ
ど
も
ス
マ
ホ
を
使
わ
な
い
生
徒
た
ち
の
ほ
う

が
、
成
績
が
良
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
事
実
も
発
見

し
ま
し
た
」

　

そ
の
後
、
川
島
氏
の
研
究
チ
ー
ム
で
は
、
子
供
た
ち

の
脳
発
達
の
経
年
変
化
を
探
る
べ
く
、
М
Ｒ
Ｉ
計
測
で

観
察
す
る
試
み
も
行
っ
た
と
い
う
。

　
「
3
年
ご
と
に
子
供
た
ち
に
大
学
に
来
て
も
ら
い
、

脳
の
形
の
М
Ｒ
Ｉ
写
真
を
撮
ら
せ
て
も
ら
っ
た
の
で

す
。
そ
れ
と
同
時
に
生
活
習
慣
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
も
実
施
し
、
一
日
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
ど
れ
く

ら
い
利
用
し
て
い
る
の
か
を
質
問
項
目
に
入
れ
ま
し

た
。
す
る
と
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
時
間
が
長
い

子
供
ほ
ど
、
3
年
前
の
写
真
と
脳
の
状
態
が
変
わ
っ
て

い
ま
せ
ん
。
脳
の
発
達
が
止
ま
っ
て
い
る
領
域
が
た
く

さ
ん
あ
り
、
大
脳
に
お
い
て
は
3
分
の
1
の
発
達
が
止

ま
り
、
大
脳
白
質
と
い
う
大
脳
同
士
を
つ
な
い
で
い
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
部
分
に
関
し
て
は
、
領
域
全
般
に
わ

た
っ
て
発
達
が
止
ま
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

こ
の
事
実
を
踏
ま
え
る
と
、
ス
マ
ホ
を
長
時
間
使
う

と
子
供
の
学
力
が
低
下
す
る
原
因
は
、
実
は
脳
の
発
達

に
問
題
が
生
じ
る
か
ら
だ
と
言
わ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
」

中 3 生の入塾受付は６月末までです！

番  

茶  

の  

味

【 

私 

塾 

と 

の 

連 

携 
】

　

き
ょ
う
は
、
公
立
学
校
と
私
塾
の

融
合
に
つ
い
て
で
す
。
本
町
で
は
数

年
前
か
ら
学
校
に
私
塾
を
導
入
し
、

放
課
後
の
時
間
を
使
っ
て
「
学
習
サ

ポ
ー
ト
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ

の
目
的
は
、
家
庭
学
習
の
習
慣
化
を

図
る
た
め
に
、
家
で
自
主
的
に
学
習

す
る
き
っ
か
け
づ
く
り
を
す
る
こ
と

で
す
。

　

現
在
は
、
小
学
校
1
年
生
か
ら
、

中
学
校
1
年
生
段
階
ま
で
の
子
供
を

対
象
に
希
望
者
全
員
無
料
で
指
導
し

て
い
ま
す
。
当
初
、
学
校
に
塾
講
師

を
入
れ
る
こ
と
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
不

安
も
あ
り
ま
し
た
。

  

し
か
し
、
今
で
は
先
生
方
も
塾
講

師
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
刺
激
を
受
け
て

い
ま
す
。
白
糠
町
で
は
、
教
育
の
現

場
で
も
官
民
一
体
の
取
組
を
積
極
的

に
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

        

川
島
眞
澄   

  　
（
白
糠
町
教
育
委
員
会
教
育
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　

釧
路
新
聞
よ
り

　６期生の中島紳護君が 1 年
ぶりくらいに顔を見せてくれ
ました。ハウスクリーニング
専門店の代表です。仕事は忙
しく来年まで予約があるそう
です。富原中学校で講話も！



　　　　値を生み出す人間が求められます。火の中に飛び込む消防士の姿はロボッ
トに替わり、タクシーも自動運転になっているかもしれない。そんな未来
で、自分は何をしているのか。ぜひ、楽しい未来を想像してほしい。
それが世界を平和にする原動力になると信じています。

じんの・げんき　1985 年、渡島管内木古内町生まれ。
5 歳から網走市育ちで、網走南ケ丘高卒。慶應大中退。
東明館中学校・高校（佐賀県）理事長・校長。AI を
使った学習教材開発の教育ベンチャー COMPAS（コ
ンパス）創業者。39 歳。

3 歳のころの私です。このころ、目をつむったまま三輪
車に乗って坂道を降り、目を開けたら瞬間移動したよ
うに見えるという実験を繰り返し、ドブに落ちて 12 針
縫う大けがをしました。新しいことへの挑戦をいとわ
ない性格は、生まれつきかもしれません。
　　　　　　　　　　　　　　　　北海道新聞 25.0429

未来で、自分は何をしているのか。みんなも未来を想像してみましょう！
選択肢の一つです。特認校　ユネスコスクール 釧路市立山花小中学校

網 走 出 身 の 教 育 ベ ン チ ャ ー 創 業 者　神野元基さん
米国での起業や学習塾経営、人工知能（A Ｉ）を使ったタブレット用教材
開発などを経て佐賀県の中高一貫校の校長となった異色の教育者だ。原点
には、網走での子ども時代に抱いた世界平和への思いがある。

　2022 年に佐賀の乗明館中学校・高校の校長に就任しました。目指すのは、
やる、やらないも含め生徒が自分で決める主体的な学び。生徒が科目を選
んで時間割を決める総合選択制を導入し、校則も生徒自身に考えてもらい
ました。当初は、教員に生徒を管理しなければという意識が残っていて、
時代に合わせて教育内容を更新することも難しかったのですが、このケー
スではこうしましょう、と一つ一つ具体的に伝えることで、目指す教育を
理解してもらえるようになりました。

学校を率いる現在の姿からは想像できないが、網走では問題児だった。

　小 6 の時、携帯型の液晶玩具「デジタルモンスター」が流行し、なかな
か手に入りませんでした。予約できる店を見つけ、買う方法を 500 円で教
える商売を始めたところ好評で、ほかの児童と営業部隊を結成し、数万円
もうけました。そのお金で友達を連れてマチで遊んでいたら、学校で大問
題になり、親が全校集会で謝罪する事態になりました。自分では面白いか
らやっていただけのことが、社会のルールではだめなことだった。
ありとあらゆる大人に怒られたことで、人間として守らなければいけない
最低限のルールは何かと考えるようになりました。
殺してはいけない、殴ってはいけないことがルールなら、なぜ戦争が起こっ
ているのか。社会規範や世界平和を深く意識するようになりました。
　小学校での失敗から、中学は目立たないよう過ごしました。
でも高校では納得できないルールへの反発で、髪を金髪にしました。心に
葛藤があり、クラスでは浮いていて教師にも理解してもらえなかった。苦
しい時期でした。
そんな中、進学した慶応大総合政策学部での出会いが転機となる。
　神奈川県の湘南藤沢キャンパスにはすでに音楽や IT 技術で実績がある
おもしろい同級生が多く「自分も突き抜けていいんだ」と思いました。電
子出版の会社を起業し、大学には行かなくなりました。
　10 年には米シリコンバレーに渡り、ウェブカメラで感情を測定するサー
ビスの事業化を模索しました。結局、法人化には至りませんでしたが、こ
のとき「シンギュラリティー（技術的特異点）」という概念を知ったこと
が、教育に携わるきっかけとなりました。AI が人間の知能を超える転換
点のことで、45 年にも到来すると言われていました。そうなったら AI は
世界を滅ぼすかもしれないし、平和にするかもしれない。そんな未来をど
う生き抜くのか、子どもたちに伝えたいと思い、東京都内で学習塾経営の

「COMPASS（コンパス）」を創業し、その後 AI を活用したタブレット用
教材「Qubena（キユビナ）」（根室でも採用）を開発しました。

　キユビナは、誤答や解答にかかった時間を AI
が分析し、その子が間違った部分を克服するのに
最適な問題を出し続ける教材。AI 型教材の先駆
けとして 16 年にサービスを開始し、現在は全国
2300 以上の小中学校で使われている。だが、自身
は事業が軌道に乗り始めた 20 年 1 月、最高経営
責任者（CEO）を退き、活動の場を学校現場に移
した。
　このころ、キユビナは開発の段階を終え、着実
に成長させる局面に入っていました。一方で、国
は児童生徒に 1 人 1 台タブレット端末を整備する
GIGA（ギガ）スクール構想を始めようとしてい

ましたが、学校ではタブレットの活用が進まなかった。先進事例となる実
践校をつくりたいという思いが芽生え、事業はほかのスタッフに任せて退
任することにしました。
　19 年から文部科学省の中央教育審議会などで委員も務める。
学習塾を始めた当時から「未来の君に会いに行く」という言葉を自身のキー
ワードにしているという。
　日本はほかの先進国に比べ子どもの自己肯定感が低い。ここを改善する
ことが一丁目一番地だと思っています。生成 AI が人間の仕事を肩代わり
してくれる未来では、指示を待つ人間ではなく、主体的に動き、新しい価


